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総合交通計画の基本的考え方 
市民等のニーズ 

計画の改定に当たり，公共交通に対する市民や来訪者のニーズ，課題と感じている事項を把握す

るため，アンケート調査を実施しました。 
 

１.１ アンケート調査の概要 
以下のアンケート調査を実施しました。 
なお，アンケート調査による把握事項は，資料編（９５ページ）に整理しています。 
 

 市民 来訪者 
特定世代 

(子育て・高齢者) 
障害者 

対象 

16 歳以上の調布市内

在住者 

・対象者は無作為抽出 

・同一世帯１票を抽出 

一都三県の在住者 

・WEB アンケートモニター 

・公共交通で調布市に来訪

したことがある方 

市の窓口及び関係施設の

利用者 

※新型コロナウイルス感染拡大

により，施設利用ができる代

替方法にて実施 

調布市バリアフリー基本

構想策定に係る調査業務

におけるアンケート調査

結果から障害者の意見を

整理し把握 

方法 郵送配布・郵送回収 WEB アンケート調査 
施設等へのアンケート調

査票の配架，回収箱設置 

郵送配布・郵送回収 

※一部 WEB アンケート・聞取り

調査も含む 

回収 

票数 
1,514/3,000 票 500 票 322/554 票 153/387 票 

時期 
令和 3 年 3 月 26 日～ 

4 月 15 日 

令和 3 年 4 月 23 日～ 

4 月 26 日 

令和 3 年 5 月 10 日～ 

6 月 10 日 

令和 2 年 12 月 7 日～ 

令和 3 年 1 月 8 日 

※Web アンケートは 

令和 3 年 1 月 20 日ま

で実施 
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社会情勢の見通し 

２.１ 少子高齢化の進行 
調布市の人口は，微増傾向ですが，令和１２年の約２４万２千人をピークに減少に転じることが

予測されます。 
高齢者の人口は今後も増加傾向が続く見込みで，令和３５年に高齢化率が約３６％になると推測

され，３人に１人が高齢者となる時代が到来すると見込まれています。 
このような中，持続的な発展を実現していくためには，高齢者や障害者等の自立した生活や社会

経済活動への参加を積極的に支援していくことが重要です。 
交通部門においては，高齢者・障害者を含め，だれもが安心して暮らすための安全で快適な移動

空間の実現や，社会経済活動に参加するための交通手段の確保などに取り組むことが必要です。 
また，高齢者人口の増加により私事活動が増加することから，高齢者を含む市民の価値観やニー

ズがより多様化していくことが予想されます。これからは，市民の様々な価値観に対応した，きめ

細かな交通施策を展開していくことが重要となります。 
 

２.２ まちづくりの動向 
人口減少や高齢化，拡散した市街地が引き起こす，都市機能の低下や地域経済の衰退，インフラ

補修等の対応による厳しい財政状況などの課題に対応するため，集約型の地域構造の実現に向けた

取組が推進されています。この実現に向けては，立地適正化計画制度が創設され，災害ハザードエ

リアと立地適正化計画の連携により安全なまちづくりの推進が求められています。 
また，共生社会の充実に向けたバリアフリーの推進も重要な視点です。 
公共交通については，公共交通サービスの維持・確保をめぐる環境の厳しさが増していることか

ら，令和２年に改めて地域公共交通活性化再生法が改正され，交通事業者等の多様な関係者との連

携・協働や最新技術の活用を通じた持続可能な運送サービスの提供の確保が推進されています。 
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２.３ 環境負荷の軽減に向けた動向 
調布市は様々な自然資源を有していますが，こうした環境を現在及び将来の世代が享受するとと

もに，必要な自然資源を維持，継承するという観点からは，地球温暖化防止をはじめとした環境問

題は率先して取り組むべき課題です。 
国では，令和２年１２月に，「２０５０年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」が示さ

れており，まちづくり・交通の分野では，車の使い方の改革や電動化，公共交通への新たな技術の導

入，物流の効率化，脱炭素化・低炭素化等が示されています。 
また，東京都でも，２０５０年にＣＯ２排出実質ゼロに貢献する「ゼロエミッション東京」を実現

することを宣言しています。 
このようななかで，環境への負荷が少なく，狭い路地も通行が可能で，高齢者の移動手段の確保

や観光客の周遊に資するグリーンスローモビリティなどが「新たなモビリティ」として期待されて

いるほか，二酸化炭素等を発生せず，自動車依存の低減により，健康増進・交通混雑の緩和等，経済

的・社会的な効果があるとして，自転車による交通の役割の拡大なども検討されています。 
 

２.４ 新たな技術の活用に向けた動向 
前に示したような事項の解決に向けて，新たな技術の活用が注目されています。ＡＩ，ＩｏＴ等

の新技術や官民データ等をまちづくりに取り入れ，交通，観光，防災，健康・医療，エネルギー・環

境等の複数分野にわたる「分野横断型」で最適化を図るスマートシティの検討などが進められ，サ

イバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより，経済発

展と社会的課題の解決を両立する，Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の推進なども行われています。 
交通分野では，自動運転技術の活用による自動車交通の安全性向上や公共交通での運転士不足の

解消や，様々な公共交通を連携し，一元のサービスとして提供するＭａａＳシステムの導入などが

検討されています。 
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現状の課題の整理 
これまでに示した内容を踏まえ，調布市における現在の交通に関する課題を以下のとおり整理し

ました。 
 

 

  

現 状

自
動
車
交
通

• 主要な広域道路である甲州街道や武蔵境通り，
鶴川街道はほぼ整備済

• 中心市街地における京王線連続立体交差事業に
伴い，南北方向の道路を中心に道路交通が円滑
化

• 一部の道路は依然混雑しており，旧甲州街道で
は休日に渋滞が発生

自
転
車
交
通

• 道路網計画の進捗に合わせて自転車ネットワー
ク路線を整備

• 駐輪環境の整備により，放置自転車は大幅に減
少

• 走行時の自転車利用者のマナー向上が課題

• シェアサイクルの整備が進んでおり，ポート増
設への要望がある

人
口
動
向

• 調布市の人口は微増傾向にあるものの，令和１２年をピーク
に減少に転じると予測されている

• 高齢者人口は今後も増加傾向にあり，令和３５年ごろには人
口の３人に１人以上が高齢者になると見込まれる

• 大規模な団地のある地区で高齢化率が３０％を超えるなど，
地域によって高齢化が進んでいる

ま
ち
づ
く
り

• 持続可能な都市形成に向けて，よりコンパクトなまちづくり
が求められている

• 居心地が良く歩きたくなるまちなかづくりに向けて，都市空
間の有効活用と官民連携によるウォーカブルな人中心の空間
づくりが，全国各地で取り組まれている

環
境

• 脱炭素社会の実現に向けて，車の使い方などライフスタイル
の変革，まちづくりと連携した公共交通の利用促進，ＩＣＴ
等新たな技術の活用などが求められている

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

• 中心市街地における京王線連続立体交差事業に
より駅周辺に新たな空間が生まれ，地域のイベ
ントに活用するなど地域の賑わい創出に寄与

• 東京都市圏パーソントリップ調査（平成３０年
度）では，駅利用者数の増加に伴い，駅周辺の
歩行者交通量が増加

歩
行
空
間

• 旧甲州街道等の一部駅周辺では歩道が狭く，危
険な箇所があるとの指摘がある

• 各地の商店街では，車両通行や店舗利用者の駐
輪により，一部で歩行しにくい状況

新
技
術

• 自動運転や新たなモビリティの導入に向けた実証実験等が，
全国各地で実施されている

• ＭａａＳ等公共交通同士の連携を高めるシステム導入や，観
光等他分野との連携も進められている

移
動
の
状
況

• 東京都市圏パーソントリップ調査（平成３０
年）では東京都市圏全体，特に高齢者のトリッ
プ総数が減少しており，調布市内でも同様の傾
向

• トリップ総数の減少に伴い，バス利用者数も減
少しているが，交通手段別の利用割合としては
増加

社会情勢の見通し

市民や来訪者のニーズ等

【交通環境全般】
• 高齢者・障害者や子ども連れなどだれもが移動しやすい交通環境
を望む声が多い

• 公共交通の利便性向上よりも歩行空間の充実や自転車利用環境の
向上を重要と考える割合が多い

【バス】
• 運行本数，次いで定時性を重要とする意見が多い
• 路線バスの運行仕様に対する不満は低めである
• 上屋・ベンチ等，バス停環境への不満が比較的高い

【自転車】【自動車】
• 自転車の道路での走行のしにくさ，自動車・歩行者・自転車との
錯綜を課題とする声が多い

• 自転車利用者のマナーに対する改善要望が多い
• シェアサイクルの利用経験者は少ないが，利用意向を持つ人は一
定程度存在

【歩行空間】

• 歩道の幅員や歩道での自転車走行について改善を求める声が多い

公
共
交
通

【鉄道】

• 中心市街地における京王線連続立体交差事業が
完了した

• コロナ禍で利用者数が減少したが，東西方向の
主要な移動手段となっている

【バス】

• 調布駅・つつじヶ丘駅を中心に路線バスが発着
し，公共交通が利用しにくい地域等ではミニバ
スにより補完

• コロナ禍による利用者減等の影響を受け，一部
の路線バスやミニバスが減便となっている
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課 題

５．中心市街地や拠点のにぎわい強化
調布市の活力や魅力向上に向けて，中心市街地における京王線連続立体交差事業による
効果をさらに活かしながら，中心市街地や拠点のにぎわい強化に向けた取組が必要

● 中心市街地や拠点における，ウォーカブルな空間づくり

● 外出機会が減少しており移動促進による地域の活性化が必要

● 民間事業者等との共同による回遊性の向上，居心地のいい滞留空間の創出等

３．快適な道路交通環境の実現
道路混雑の緩和や公共交通や自転車・歩行者のための安全で快適な通行空間づくりのた
め，効果的な道路交通施策が必要

● 調布駅周辺での旧甲州街道における休日を中心とした渋滞緩和

● 交通事故を減らすための道路の安全性向上

● ドライバーへの安全教育，マナーの向上

４．移動環境の安全性の向上
高齢者や子育て世代等だれもが気軽に外出でき，また，調布市の魅力向上に向けて，
人中心の安全・快適な都市空間づくりが重要

● 高齢者，障害者等，だれもが利用しやすい公共交通環境の提供

● 快適な歩行空間の確保

● 自転車走行環境の改善に向けた対策

● 自転車走行ルールの周知徹底，マナーの向上

● だれもが利用しやすい自転車駐車場の確保（高齢者や女性も利用しやすい，自動二輪車・原
付自転車利用者の利用にも配慮等）

２．交通による地球環境負荷の軽減
脱炭素社会の実現に向け，環境負荷の少ない交通体系確立に向けた環境整備や，過度
に自動車に頼らなくても移動できる環境づくりが必要

● 改定地球温暖化対策実行計画に沿った取組

● 自動車利用から公共交通利用への転換促進

１．利便性の高い公共交通の提供
高齢者や障害者等の外出支援，公共交通が利用しにくい地域への対応とともに，公共
交通サービスの維持等に向けて公共交通の利用促進が必要

● 中心市街地における京王線連続立体交差事業の効果を生かした南北方向の連携強化

● 交通結節点における快適なバス待ち環境の充実

● 旧甲州街道等の道路混雑やバスの遅延が発生している箇所への対応

● 高齢者等の公共交通利用促進

● シェアサイクルの効果的な活用（ポートの適切な設置支援等）

● 高齢化の進行に伴う対応や移動制約者への対応
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